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(57)【要約】
【課題】建物の壁接合構造において、壁部材を構造部材 
に接合することを容易にする。
【解決手段】  柱２及び梁３の一方を構成するプレキャ 
ストコンクリートからなる第１構造部材１２、１３と、 
第１構造部材に沿って延在し、第１構造部材に接合され 
るプレキャストコンクリートからなる壁部材１４と、壁 
部材を第１構造部材に接合するための複数の緊張材１７ 
と、を備える建物１の壁接合構造であって、壁部材は、 
第１構造部材に接合される縁部に沿って延在し、厚み方 
向の両側に突出して壁部材の厚みを拡幅する１対の拡幅 
部１６を有し、拡幅部のそれぞれに、緊張材を挿通させ 
るための第１貫通孔１８が形成され、第１構造部材の第 
１貫通孔に整合する位置に第２貫通孔２２が形成され、 
緊張材が第１貫通孔及び第２貫通孔を貫通するように配 
置されている。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全12頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柱 及 び 梁 の 一 方 を 構 成 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト か ら な る 第 １ 構 造 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 構 造 部 材 に 沿 っ て 延 在 し 、 前 記 第 １ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク  
リ ー ト か ら な る 壁 部 材 と 、
　 前 記 壁 部 材 を 前 記 第 １ 構 造 部 材 に 接 合 す る た め の 複 数 の 緊 張 材 と 、 を 備 え る 建 物 の 壁 接  
合 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 壁 部 材 は 、 前 記 第 １ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ る 縁 部 に 沿 っ て 延 在 し 、 厚 み 方 向 の 両 側 に  
突 出 し て 前 記 壁 部 材 の 厚 み を 拡 幅 す る １ 対 の 拡 幅 部 を 有 し 、
　 前 記 拡 幅 部 の そ れ ぞ れ に 、 前 記 緊 張 材 を 挿 通 さ せ る た め の 第 １ 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ 構 造 部 材 の 前 記 第 １ 貫 通 孔 に 整 合 す る 位 置 に 第 ２ 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 緊 張 材 が 前 記 第 １ 貫 通 孔 及 び 前 記 第 ２ 貫 通 孔 を 貫 通 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 、 壁  
接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 建 物 が 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ た １ 対 の 前 記 第 １ 構 造 部 材 を 備 え 、
　 前 記 壁 部 材 は 、 １ 対 の 前 記 第 １ 構 造 部 材 の 間 に 配 置 さ れ 、 か つ １ 対 の 前 記 第 １ 構 造 部 材  
の そ れ ぞ れ に 接 合 さ れ る べ く 、 １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を １ 対 の 前 記 第 １ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ る  
両 縁 部 に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 壁 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 柱 及 び 前 記 梁 の 他 方 を 構 成 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト か ら な る 第 ２ 構 造 部 材 を  
更 に 備 え 、
　 前 記 壁 部 材 は 、 前 記 第 ２ 構 造 部 材 に 沿 っ て 延 在 し 、 前 記 第 ２ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ る べ く  
、 １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を 、 前 記 第 ２ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ る 縁 部 に 沿 っ て 有 す る 、 請 求 項 ２ に  
記 載 の 壁 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 建 物 が 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ た １ 対 の 前 記 第 ２ 構 造 部 材 を 備 え 、
　 前 記 壁 部 材 は 、 １ 対 の 前 記 第 ２ 構 造 部 材 の 間 に 配 置 さ れ 、 か つ １ 対 の 前 記 第 ２ 構 造 部 材  
の そ れ ぞ れ に 接 合 さ れ る べ く 、 １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を １ 対 の 前 記 第 ２ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ る  
両 縁 部 に 備 え る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 壁 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 壁 部 材 は 、 前 記 第 １ 構 造 部 材 の 長 手 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ て お り 、 前 記 両 縁 部 の 一  
方 に 設 け ら れ た １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を 含 む 部 分 を 構 成 す る 第 １ 壁 分 割 体 と 、 前 記 両 縁 部 の 他  
方 に 設 け ら れ た １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を 含 む 部 分 を 構 成 す る 第 ２ 壁 分 割 体 と 、 前 記 第 １ 壁 分 割  
体 と 前 記 第 ２ 壁 分 割 体 と の 間 の 部 分 を 構 成 す る 第 ３ 壁 分 割 体 と を 含 み 、
　 当 該 壁 接 合 構 造 が 、 前 記 第 １ 壁 分 割 体 、 前 記 第 ２ 壁 分 割 体 及 び 前 記 第 ３ 壁 分 割 体 を 連 結  
す る た め の 複 数 の 連 結 緊 張 材 を 更 に 備 え る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 壁 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 壁 分 割 体 及 び 前 記 第 ２ 壁 分 割 体 の 対 応 す る 構 造 部 材 に 対 す る 接 合 面 の そ れ ぞ れ  
に は 、 前 記 連 結 緊 張 材 を 定 着 さ せ る た め の 定 着 部 材 を 収 容 す る 凹 部 が 設 け ら れ て い る 、 請  
求 項 ５ に 記 載 の 壁 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 柱 に 接 合 さ れ る １ 対 の 前 記 拡 幅 部 は 、 前 記 梁 に 接 合 さ れ る １ 対 の 前 記 拡 幅 部 よ り も  
大 き く 突 出 し て お り 、
　 前 記 柱 に 接 合 さ れ る １ 対 の 前 記 拡 幅 部 に 形 成 さ れ る 前 記 第 １ 貫 通 孔 が 、 前 記 梁 に 接 合 さ  
れ る １ 対 の 前 記 拡 幅 部 よ り も 厚 み 方 向 の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 壁 接 合  
構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 柱 に 接 合 さ れ る １ 対 の 前 記 拡 幅 部 の 厚 み 方 向 の 幅 が 前 記 梁 の 幅 よ り も 小 さ い 、 請 求  
項 ７ に 記 載 の 壁 接 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 物 の 壁 接 合 構 造 に 関 し 、 詳 細 に は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト か ら な る 壁  
部 材 を 構 造 部 材 に 接 合 す る た め の 壁 接 合 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ラ ー メ ン 構 造 の 建 物 の 柱 や 梁 に 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 柱 部 材 や 梁 部 材 が 用 い  
ら れ る こ と が あ る 。 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト か ら な る 壁 に も プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 を 用  
い よ う と す る 場 合 、 こ れ ら の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 柱 部 材 や 梁 部 材 に プ レ キ ャ ス  
ト コ ン ク リ ー ト 製 の 壁 部 材 を 剛 結 合 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め に 、 梁 部 材 や 柱 部 材 か ら 突  
出 す る よ う に 柱 部 材 や 梁 部 材 に 差 し 筋 を 埋 設 し て お き 、 壁 部 材 の 縦 筋 や 横 筋 を こ れ ら の 差  
し 筋 に 重 ね 継 手 等 で 繋 ぐ 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 耐 震 間 柱 と 梁 部 材 と が Ｐ Ｃ 鋼 棒 に よ っ て 接 合 さ れ た Ｒ Ｃ 造 の 接 合 構 造  
が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 接 合 構 造 で は 、 耐 震 間 柱 の 両 端 部 側 の 梁 接 合 部 が 中 央 部 分 よ り も  
平 断 面 積 を 拡 大 さ れ て 剛 強 な ス タ ブ 状 に 形 成 さ れ 、 梁 接 合 部 と 梁 部 材 と を 貫 通 す る Ｐ Ｃ 鋼  
棒 に よ る プ レ ス ト レ ス に よ っ て 耐 震 間 柱 と 梁 部 材 と が 圧 着 接 合 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ７ ０ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 構 造 部 材 と 壁 部 材 と の 接 合 構 造 で は 、 鉄 筋 の 継 手  
部 分 に コ ン ク リ ー ト を 現 場 打 ち す る 必 要 が あ る た め 施 工 作 業 が 煩 雑 で あ る と い う 問 題 が あ  
っ た 。 し か し 、 特 許 文 献 １ の 接 合 構 造 は 、 間 柱 と 梁 部 材 と の 接 合 構 造 で あ り 、 こ の 構 造 を  
構 造 部 材 と 壁 部 材 と の 接 合 部 に 適 用 す る こ と は 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 背 景 に 鑑 み 、 建 物 の 壁 接 合 構 造 に お い て 、 壁 部 材 を 構 造 部 材 に 接 合 す  
る こ と を 容 易 に す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の あ る 態 様 は 、 柱 （ ２ ） 及 び 梁 （ ３ ） の 一 方 を 構 成 す  
る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト か ら な る 第 １ 構 造 部 材 （ １ ２ 、 １ ３ ） と 、 前 記 第 １ 構 造 部 材  
に 沿 っ て 延 在 し 、 前 記 第 １ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト か ら な る 壁 部  
材 （ １ ４ ） と 、 前 記 壁 部 材 を 前 記 第 １ 構 造 部 材 に 接 合 す る た め の 複 数 の 緊 張 材 （ １ ７ ） と  
、 を 備 え る 建 物 （ １ ） の 壁 接 合 構 造 で あ っ て 、 前 記 壁 部 材 は 、 前 記 第 １ 構 造 部 材 に 接 合 さ  
れ る 縁 部 に 沿 っ て 延 在 し 、 厚 み 方 向 の 両 側 に 突 出 し て 前 記 壁 部 材 の 厚 み を 拡 幅 す る １ 対 の  
拡 幅 部 （ １ ６ ） を 有 し 、 前 記 拡 幅 部 の そ れ ぞ れ に 、 前 記 緊 張 材 を 挿 通 さ せ る た め の 第 １ 貫  
通 孔 （ １ ８ ） が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 構 造 部 材 の 前 記 第 １ 貫 通 孔 に 整 合 す る 位 置 に 第 ２ 貫 通  
孔 （ ２ ２ ） が 形 成 さ れ 、 前 記 緊 張 材 が 前 記 第 １ 貫 通 孔 及 び 前 記 第 ２ 貫 通 孔 を 貫 通 す る よ う  
に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 壁 部 材 と 第 １ 構 造 部 材 と が 緊 張 材 に よ っ て 接 合 さ れ る 。 よ っ て 、 建  
物 の 壁 接 合 構 造 に お い て 、 壁 部 材 を 構 造 部 材 に 接 合 す る こ と を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 建 物 が 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ た １ 対 の 前 記 第 １ 構 造 部 材 を 備  
え 、 前 記 壁 部 材 は 、 １ 対 の 前 記 第 １ 構 造 部 材 の 間 に 配 置 さ れ 、 か つ １ 対 の 前 記 第 １ 構 造 部  
材 の そ れ ぞ れ に 接 合 さ れ る べ く 、 １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を １ 対 の 前 記 第 １ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ  
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る 両 縁 部 に 備 え る と よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 壁 部 材 が １ 対 の 第 １ 構 造 部 材 の そ れ ぞ れ に 接 合 さ れ る た め 、 壁 部 材  
と 構 造 部 材 と を 確 実 に 接 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 柱 及 び 前 記 梁 の 他 方 を 構 成 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト か  
ら な る 第 ２ 構 造 部 材 （ １ ２ 、 １ ３ ） を 更 に 備 え 、 前 記 壁 部 材 は 、 前 記 第 ２ 構 造 部 材 に 沿 っ  
て 延 在 し 、 前 記 第 ２ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ る べ く 、 １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を 、 前 記 第 ２ 構 造 部 材  
に 接 合 さ れ る 縁 部 に 沿 っ て 有 す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 壁 部 材 を 柱 と 梁 と の 両 方 に 接 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 建 物 が 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ た １ 対 の 前 記 第 ２ 構 造 部 材 を 備  
え 、 前 記 壁 部 材 は 、 １ 対 の 前 記 第 ２ 構 造 部 材 の 間 に 配 置 さ れ 、 か つ １ 対 の 前 記 第 ２ 構 造 部  
材 の そ れ ぞ れ に 接 合 さ れ る べ く 、 １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を １ 対 の 前 記 第 ２ 構 造 部 材 に 接 合 さ れ  
る 両 縁 部 に 備 え る と よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 壁 部 材 を １ 対 の 柱 と １ 対 の 梁 と の 両 方 に 接 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 壁 部 材 は 、 前 記 第 １ 構 造 部 材 の 長 手 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ て  
お り 、 前 記 両 縁 部 の 一 方 に 設 け ら れ た １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を 含 む 部 分 を 構 成 す る 第 １ 壁 分 割  
体 （ １ ４ Ａ ） と 、 前 記 両 縁 部 の 他 方 に 設 け ら れ た １ 対 の 前 記 拡 幅 部 を 含 む 部 分 を 構 成 す る  
第 ２ 壁 分 割 体 （ １ ４ Ｂ ） と 、 前 記 第 １ 壁 分 割 体 と 前 記 第 ２ 壁 分 割 体 と の 間 の 部 分 を 構 成 す  
る 第 ３ 壁 分 割 体 （ １ ４ Ｃ ） と を 含 み 、 当 該 壁 接 合 構 造 が 、 前 記 第 １ 壁 分 割 体 、 前 記 第 ２ 壁  
分 割 体 及 び 前 記 第 ３ 壁 分 割 体 を 連 結 す る た め の 複 数 の 連 結 緊 張 材 （ ３ ７ ） を 更 に 備 え る と  
よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 壁 部 材 を 複 数 の 分 割 体 に 分 割 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 壁 部 材 を  
効 率 的 に 運 送 す る こ と が で き る 。 ま た 、 壁 部 材 を 容 易 に 解 体 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ 壁 分 割 体 及 び 前 記 第 ２ 壁 分 割 体 の 対 応 す る 構 造 部 材 に 対  
す る 接 合 面 （ ３ ０ ） の そ れ ぞ れ に は 、 前 記 連 結 緊 張 材 を 定 着 さ せ る た め の 定 着 部 材 （ ４ ０  
） を 収 容 す る 凹 部 （ ３ １ ） が 設 け ら れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 連 結 緊 張 材 を 定 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 柱 に 接 合 さ れ る １ 対 の 前 記 拡 幅 部 は 、 前 記 梁 に 接 合 さ れ る １  
対 の 前 記 拡 幅 部 よ り も 大 き く 突 出 し て お り 、 前 記 柱 に 接 合 さ れ る １ 対 の 前 記 拡 幅 部 に 形 成  
さ れ る 前 記 第 １ 貫 通 孔 が 、 前 記 梁 に 接 合 さ れ る １ 対 の 前 記 拡 幅 部 よ り も 厚 み 方 向 の 外 側 に  
配 置 さ れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 柱 に 接 合 さ れ る 拡 幅 部 と 梁 に 接 合 さ れ る 拡 幅 部 と が 厚 み 方 向 に お い  
て 段 違 い に な る た め 、 柱 に 接 合 さ れ る 拡 幅 部 の 上 下 の 端 部 に も 緊 張 材 を 設 け る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 柱 に 接 合 さ れ る １ 対 の 前 記 拡 幅 部 の 厚 み 方 向 の 幅 が 前 記 梁 の  
幅 よ り も 小 さ い と よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 壁 接 合 構 造 を 厚 み 方 向 に お い て 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 態 様 に よ れ ば 、 建 物 の 壁 接 合 構 造 に お い て 、 壁 部 材 を 構 造 部 材 に 接 合 す る こ と を  
容 易 に す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 壁 接 合 構 造 が 適 用 さ れ た 建 物 の 一 部 分 の 側 面 図
【 図 ２ 】 図 １ 中 の I I － I I 線 に 沿 う 平 断 面 図
【 図 ３ 】 図 １ 中 の I I I － I I I 線 に 沿 う 縦 断 面 図
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 壁 接 合 構 造 が 適 用 さ れ た 建 物 の 一 部 分 の 側 面 図
【 図 ５ 】 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 壁 接 合 構 造 が 適 用 さ れ た 建 物 の 一 部 分 の 側 面 図
【 図 ６ 】 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 壁 接 合 構 造 の 平 断 面 図
【 図 ７ 】 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 壁 接 合 構 造 が 適 用 さ れ た 建 物 の 一 部 分 の 側 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発 明  
は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 又 は 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト か ら な る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 造 の  
ラ ー メ ン 構 造 建 物 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
≪ 第 １ 実 施 形 態 ≫
　 ま ず 、 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ は 第 １ 実 施 形 態  
に 係 る 壁 接 合 構 造 が 適 用 さ れ た 建 物 １ の 一 部 分 の 側 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ 中 の I I － I I  
線 に 沿 う 平 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 １ 中 の I I I － I I I 線 に 沿 う 縦 断 面 図 で あ る 。 図 １ ～ 図  
３ に 示 す よ う に 、 建 物 １ は 、 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ た １ 対 の 柱 ２ と 、 互 い に 平 行 に 配 置 さ  
れ 且 つ １ 対 の 柱 ２ に 延 在 方 向 の 両 端 部 が 接 合 さ れ る １ 対 の 梁 ３ と 、 １ 対 の 柱 ２ の 間 且 つ １  
対 の 梁 ３ の 間 に 配 置 さ れ た 壁 ４ と を 備 え て い る 。 柱 ２ は 、 平 面 視 で 互 い に 直 交 す る Ｘ 方 向  
及 び Ｙ 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 空 け て 所 定 の 位 置 に 配 置 さ れ る 。 柱 ２ は 、 Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 の  
少 な く と も 一 方 に ３ 列 以 上 に 設 け ら れ て も よ い 。 梁 ３ は Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 の そ れ ぞ れ に 延  
在 す る よ う に 設 け ら れ る 。 ま た 、 梁 ３ は 、 建 物 １ の 階 層 ご と に 鉛 直 方 向 の 所 定 の 位 置 に 設  
け ら れ 、 床 （ 図 示 せ ず ） を 支 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 柱 ２ は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト か ら な る 構 造 部 材 で あ る 柱 部 材 １ ２ に よ り 構 成 さ れ  
る 。 柱 部 材 １ ２ は 、 下 方 に 構 築 さ れ た 下 部 柱 や 基 礎 等 の 上 の 所 定 の 位 置 に 立 設 さ れ る 。 柱  
部 材 １ ２ は 、 １ 階 層 の 階 高 と 同 じ 長 さ と さ れ て も よ く 、 １ 階 層 の 階 高 よ り も 長 い 長 さ と さ  
れ て も よ い 。 或 い は 、 柱 部 材 １ ２ は １ 階 層 の 階 高 よ り も 短 い 長 さ と さ れ て も よ い 。 柱 部 材  
１ ２ は 、 ア ン ボ ン ド 緊 張 材 に よ っ て 下 方 の 下 部 柱 や 基 礎 等 に 接 合 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 梁 ３ は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト か ら な る 構 造 部 材 で あ る 梁 部 材 １ ３ に よ り 構 成 さ れ  
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 梁 ３ は １ つ の 梁 部 材 １ ３ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 他 の 実 施 形 態 で  
は 、 直 列 に 配 置 さ れ て 適 宜 な 手 段 で 連 結 さ れ た 複 数 の 梁 部 材 １ ３ に よ っ て 梁 ３ が 構 成 さ れ  
て も よ い 。 梁 部 材 １ ３ は 、 １ 対 の 柱 部 材 １ ２ 間 の 距 離 よ り も 若 干 短 い 長 さ と さ れ て い る 。  
梁 部 材 １ ３ は 、 １ 対 の 柱 部 材 １ ２ 間 に 配 置 さ れ る 。 梁 部 材 １ ３ は 、 両 端 を １ 対 の 柱 部 材 １  
２ に 接 合 さ れ 、 １ 対 の 柱 部 材 １ ２ に 掛 け 渡 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 壁 ４ は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト か ら な る 構 造 部 材 で あ る 壁 部 材 １ ４ に よ り 構 成 さ れ  
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 壁 ４ は １ つ の 壁 部 材 １ ４ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 壁 ４ は 、 柱 部 材  
１ ２ に 沿 っ て 垂 直 に 延 在 す る 本 体 部 １ ５ と 、 本 体 部 １ ５ の 厚 み 方 向 の 両 側 に 設 け ら れ た １  
対 の 拡 幅 部 １ ６ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 体 部 １ ５ は 、 矩 形 の 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 本 体 部 １ ５ の 幅 方 向 に お け る 長 さ は 、 １  
対 の 柱 部 材 １ ２ 間 の 距 離 よ り も 若 干 短 い 長 さ と さ れ て い る 。 本 体 部 １ ５ の 高 さ は 、 １ 対 の  
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梁 部 材 １ ３ 間 の 距 離 よ り も 若 干 短 い 長 さ と さ れ て い る 。 本 体 部 １ ５ は 、 １ 対 の 柱 部 材 １ ２  
間 且 つ １ 対 の 梁 部 材 １ ３ 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 対 の 拡 幅 部 １ ６ は そ れ ぞ れ 、 本 体 部 １ ５ か ら 厚 み 方 向 の 両 側 に 突 出 し て 壁 部 材 １ ４ の  
厚 み を 拡 幅 す る 。 １ 対 の 拡 幅 部 １ ６ は そ れ ぞ れ 、 側 面 視 に お い て 本 体 部 １ ５ の 縁 部 に 沿 っ  
て 延 在 し て い る と よ い 。 １ 対 の 拡 幅 部 １ ６ は そ れ ぞ れ 、 柱 部 材 １ ２ に 沿 っ て 上 下 に 延 び る  
左 右 の 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ と 、 梁 部 材 １ ３ に 沿 っ て 幅 方 向 に 延 び る 上 下 の 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ  
と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 建 物 １ の 壁 接 合 構 造 は 、 柱 部 材 １ ２ 及 び 梁 部 材 １ ３ と 壁 部 材 １ ４ と の 接 合  
構 造 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 １ つ の 柱 部 材 １ ２ を 介 し て ２ つ の 壁 部 材 １ ４ が 幅 方 向 に 隣  
接 し て 配 置 さ れ て い る 。 一 方 の 壁 部 材 １ ４ の 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ か ら 他 方 の 壁 部 材 １ ４ の 第  
１ 拡 幅 部 １ ６ Ａ に 亘 る よ う に 配 置 さ れ る 緊 張 材 １ ７ に よ り 、 各 壁 部 材 １ ４ は 、 対 応 す る 柱  
部 材 １ ２ に 圧 着 接 合 さ れ る 。 壁 部 材 １ ４ と 柱 部 材 １ ２ 又 は 梁 部 材 １ ３ と の 間 に 充 填 材 を 充  
填 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 建 物 １ の 壁 接 合 構 造 は プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 造 と な る  
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 本 実 施 形 態 で は 、 １ つ の 梁 部 材 １ ３ を 介 し て ２ つ の 壁 部 材 １ ４ が 上 下 に 隣 接 し て 配  
置 さ れ て い る 。 一 方 の 壁 部 材 １ ４ の 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ か ら 他 方 の 壁 部 材 １ ４ の 第 ２ 拡 幅 部  
１ ６ Ｂ に 亘 る よ う に 配 置 さ れ る 緊 張 材 １ ７ に よ り 、 各 壁 部 材 １ ４ は 、 対 応 す る 梁 部 材 １ ３  
に 圧 着 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 緊 張 材 １ ７ は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 、 高 強 度 鉄 筋 、 又 は 、 ア ラ ミ ド 繊 維  
、 炭 素 繊 維 若 し く は ガ ラ ス 繊 維 等 の 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 棒 若 し く は ケ ー ブ ル 等 を 素  
材 と す る 。 緊 張 材 １ ７ は 、 柱 部 材 １ ２ 、 梁 部 材 １ ３ 及 び 壁 部 材 １ ４ に 対 し て 接 着 さ れ な い  
ア ン ボ ン ド 緊 張 材 と し て 使 用 さ れ る と よ い 。 緊 張 材 １ ７ を ア ン ボ ン ド と す る こ と に よ り 、  
地 震 終 了 後 の 残 留 変 形 が 小 さ く な る う え 、 建 物 １ の 解 体 後 の プ レ キ ャ ス ト 部 材 の 解 体 及 び  
再 利 用 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 壁 部 材 １ ４ の 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ の そ れ ぞ れ に は 、 緊 張 材 １ ７ を 挿 通  
さ せ る た め の 複 数 の 第 １ 貫 通 孔 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 各 第 １ 貫 通 孔 １ ８ は 、 壁 部 材 １ ４  
の 幅 方 向 に 沿 っ て 水 平 に 延 び て い る 。 柱 部 材 １ ２ に は 、 第 １ 貫 通 孔 １ ８ と 整 合 す る 位 置 に  
、 緊 張 材 １ ７ を 挿 通 す る た め の 柱 側 貫 通 孔 １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 柱 側 貫 通 孔 １ ９ は 、 柱  
部 材 １ ２ の 幅 方 向 に 沿 っ て 水 平 に 延 び て い る 。 各 緊 張 材 １ ７ は 、 第 １ 貫 通 孔 １ ８ 及 び 柱 側  
貫 通 孔 １ ９ を 貫 通 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 各 緊 張 材 １ ７ は 、 緊 張 力 を 付 与 さ れ た 状 態 で 、 定 着 具 ２ ０ に よ っ て ２ つ の 壁 部 材 １ ４ の  
対 応 す る 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ の 外 側 面 に 両 端 部 を 定 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 柱 部 材 １ ２ 及 び  
壁 部 材 １ ４ に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ る と 共 に 、 壁 部 材 １ ４ の 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ が 対 応 す  
る 柱 部 材 １ ２ に 圧 着 さ れ る 。 こ の と き 、 本 体 部 １ ５ は そ の 縁 部 に お い て 柱 部 材 １ ２ に 接 合  
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 壁 部 材 １ ４ の 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ の そ れ ぞ れ に は 、 緊 張 材 １ ７ を 挿 通  
す る た め の 複 数 の 第 ２ 貫 通 孔 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 各 第 ２ 貫 通 孔 ２ ２ は 、 壁 部 材 １ ４ の  
高 さ 方 向 に 沿 っ て 垂 直 に 延 び て い る 。 梁 部 材 １ ３ に は 、 第 ２ 貫 通 孔 ２ ２ と 整 合 す る 位 置 に  
、 緊 張 材 １ ７ を 挿 通 す る た め の 梁 側 貫 通 孔 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 梁 側 貫 通 孔 ２ ３ は 、 梁  
部 材 １ ３ の 高 さ 方 向 に 沿 っ て 垂 直 に 延 び て い る 。 各 緊 張 材 １ ７ は 、 第 ２ 貫 通 孔 ２ ２ 及 び 梁  
側 貫 通 孔 ２ ３ を 貫 通 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 各 緊 張 材 １ ７ は 、 緊 張 力 を 付 与 さ れ た 状 態 で 、 定 着 具 ２ ０ に よ っ て ２ つ の 壁 部 材 １ ４ の  
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対 応 す る 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ の 外 側 面 に 両 端 部 を 定 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 梁 部 材 １ ３ 及 び  
壁 部 材 １ ４ に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ る と 共 に 、 壁 部 材 １ ４ の 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ が 対 応 す  
る 梁 部 材 １ ３ に 圧 着 さ れ る 。 こ の と き 、 本 体 部 １ ５ は そ の 縁 部 に お い て 梁 部 材 １ ３ に 接 合  
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ は 、 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ よ  
り も 厚 み 方 向 に 大 き く 突 出 し て い る 。 ま た 、 厚 み 方 向 に お け る １ 対 の 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ の  
長 さ は 、 梁 部 材 １ ３ の 長 さ よ り も 小 さ く 、 且 つ 柱 部 材 １ ２ の 長 さ よ り も 小 さ い と よ い 。 こ  
れ に よ り 、 建 物 １ の 壁 接 合 構 造 を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 貫 通 孔 １ ８ は そ れ ぞ れ 、 １ 対 の 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ よ り も 壁 部 材 １ ４ の 厚 み 方 向 の 外  
側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ の 上 部 及 び 下 部 に お い て も 第 ２ 拡 幅  
部 １ ６ Ｂ が 水 平 方 向 に 延 び る 緊 張 材 １ ７ の 妨 げ と な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 建 物 １ の 壁 接 合 構 造 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 緊 張 材 １ ７ に よ  
っ て 壁 部 材 １ ４ を 柱 部 材 １ ２ 及 び 梁 部 材 １ ３ に 接 合 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 壁 部 材  
１ ４ を 柱 部 材 １ ２ 及 び 梁 部 材 １ ３ に 接 合 す る こ と が 容 易 で あ る 。 ま た 、 壁 部 材 １ ４ を プ レ  
キ ャ ス ト 部 材 と し て 構 築 す る こ と が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
≪ 第 ２ 実 施 形 態 ≫
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 又  
は 同 様 の 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 壁 部 材  
１ ４ が 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ を 有 し て い な い 点 に お い て 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ は 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 壁 接 合 構 造 が 適 用 さ れ た 建 物 １ の 一 部 分 の 側 面 図 で あ る 。 図  
４ に 示 す よ う に 、 壁 部 材 １ ４ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 梁 部 材 １ ３ に 圧 着 接 合 さ れ て い る  
が 、 柱 部 材 １ ２ に は 接 合 さ れ て い な い 。 壁 部 材 １ ４ と 柱 部 材 １ ２ と の 間 に は 隙 間 ２ １ が 設  
け ら れ 、 こ れ に よ り 地 震 時 等 に お け る 柱 部 材 １ ２ の 変 形 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 壁 接 合 構 造 が こ の よ う に 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 壁 部 材 １ ４ が 柱 部 材 １ ２ に は 接 合 さ れ  
て い な い 場 合 で も 、 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 造 の 壁 接 合 構 造 を 構 成 す る こ と が で き る  
。 本 実 施 形 態 で は 、 緊 張 材 １ ７ が 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ の み に 設 け ら れ て い る た め 、 第 １ 実 施  
形 態 に 比 べ て 緊 張 材 １ ７ の 数 が 少 な く な る 。 よ っ て 、 緊 張 材 １ ７ の コ ス ト が 安 く な る う え  
、 そ の 配 置 作 業 及 び 撤 去 作 業 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 緊 張 材 １ ７ に よ っ て 壁 部 材 １ ４ を 梁 部 材 １ ３ に 対 し 垂 直 方 向 に 圧 着 接 合 し て い る  
た め 、 壁 接 合 構 造 の 曲 げ 耐 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
≪ 第 ３ 実 施 形 態 ≫
　 次 に 、 図 ５ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 又  
は 同 様 の 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 壁 部 材  
１ ４ が 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ を 有 し て い な い 点 に お い て 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ は 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 壁 接 合 構 造 が 適 用 さ れ た 建 物 １ の 一 部 分 の 側 面 図 で あ る 。 図  
５ に 示 す よ う に 、 壁 部 材 １ ４ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 柱 部 材 １ ２ に 圧 着 接 合 さ れ て い る  
が 、 梁 部 材 １ ３ に は 接 合 さ れ て い な い 。 壁 部 材 １ ４ と 梁 部 材 １ ３ と の 間 に は 隙 間 ２ １ が 設  
け ら れ 、 こ れ に よ り 地 震 等 に お け る 梁 部 材 １ ３ の 変 形 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 壁 接 合 構 造 が こ の よ う に 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 壁 部 材 １ ４ が 梁 部 材 １ ３ に は 接 合 さ れ  
て い な い 場 合 で も 、 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 造 の 壁 接 合 構 造 を 構 成 す る こ と が で き る  
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。 本 実 施 形 態 で は 、 緊 張 材 １ ７ が 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ の み に 設 け ら れ て い る た め 、 緊 張 材 １  
７ の 数 が 第 １ 実 施 形 態 に 比 べ て 少 な く な る 。 よ っ て 、 緊 張 材 １ ７ の コ ス ト が 安 く な る う え  
、 そ の 配 置 作 業 及 び 撤 去 作 業 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 緊 張 材 １ ７ に よ っ て 壁 部 材 １ ４ を 柱 部 材 １ ２ に 対 し 水 平 方 向 に 圧 着 接 合 し て い る  
た め 、 壁 接 合 構 造 の せ ん 断 耐 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
≪ 第 ４ 実 施 形 態 ≫
　 次 に 、 図 ６ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 第 ３ 実 施 形 態 と 同 一 又  
は 同 様 の 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 壁 部 材  
１ ４ が 幅 方 向 に 分 割 さ れ て い る 点 に お い て 第 ３ 実 施 形 態 と 異 な る 。 詳 細 は 以 下 の 通 り で あ  
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ は 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 壁 接 合 構 造 の 平 断 面 図 で あ る 。 壁 部 材 １ ４ は 、 第 ２ 実 施 形 態  
と 同 様 に 、 柱 部 材 １ ２ に 圧 着 接 合 さ れ 、 且 つ 梁 部 材 １ ３ に は 接 合 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 壁 部 材 １ ４ は 、 梁 部 材 １ ３ の 長 手 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ て い る 。 壁 部  
材 １ ４ は 、 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ と 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ と 、 少 な く と も １ つ の 第 ３ 壁 分 割  
体 １ ４ Ｃ と を 含 む 。 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ は 、 本 体 部 １ ５ の 幅 方 向 に お け る 両 縁 部 の 一 方 に  
設 け ら れ 、 １ 対 の 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ を 含 む 部 分 を 構 成 す る 。 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ は 、 本 体  
部 １ ５ の 幅 方 向 に お け る 両 縁 部 の 他 方 に 設 け ら れ 、 １ 対 の 第 １ 拡 幅 部 １ ６ Ａ を 含 む 部 分 を  
構 成 す る 。 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ は 、 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ と 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ と の 間 の 部  
分 を 構 成 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ は 梁 部 材 １ ３ の 長 手 方 向 に 複 数 設 け  
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ に お け る 、 対 応 す る 柱 部 材 １ ２ に 対 す る 接 合 面 ３ ０ に は 凹 部 ３ １ が  
設 け ら れ て い る 。 凹 部 ３ １ は 、 接 合 面 ３ ０ か ら 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ 側 に 向 け て 窪 ん で い る  
。 同 様 に 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ に お け る 、 対 応 す る 柱 部 材 １ ２ に 対 す る 接 合 面 ３ ０ に は 凹  
部 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 凹 部 ３ １ は 、 接 合 面 ３ ０ か ら 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ 側 に 向 け て 窪  
ん で い る 。 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ 及 び 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ は 、 複 数 の  
連 結 緊 張 材 ３ ７ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 連 結 緊 張 材 ３ ７ は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 、 高 強 度 鉄 筋 、 又 は 、 ア ラ ミ ド  
繊 維 、 炭 素 繊 維 若 し く は ガ ラ ス 繊 維 等 の 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 棒 若 し く は ケ ー ブ ル 等  
を 素 材 と す る 。 連 結 緊 張 材 ３ ７ は 、 壁 部 材 １ ４ に 対 し て 接 着 さ れ な い ア ン ボ ン ド Ｐ Ｃ 緊 張  
材 と し て 使 用 さ れ る と よ い 。 連 結 緊 張 材 ３ ７ を ア ン ボ ン ド と す る こ と に よ り 、 地 震 終 了 後  
の 残 留 変 形 が 小 さ く な る う え 、 建 物 １ の 解 体 後 の 壁 部 材 １ ４ の 解 体 及 び 再 利 用 が 可 能 に な  
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 各 連 結 緊 張 材 ３ ７ は 、 緊 張 力 を 付 与 さ れ た 状 態 で 、 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 及 び 第 ２ 壁 分 割  
体 １ ４ Ｂ の 凹 部 ３ １ に 収 容 さ れ た 定 着 部 材 ４ ０ に 両 端 部 を 定 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 １  
壁 分 割 体 １ ４ Ａ 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ 及 び 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ  
る と 共 に 、 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ が 対 応 す る 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 及 び 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ に  
圧 着 さ れ る 。 定 着 部 材 ４ ０ は 、 例 え ば ア ン カ ー プ レ ー ト 、 ワ ッ シ ャ 及 び ナ ッ ト 等 に よ っ て  
構 成 さ れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ 及 び 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ の そ れ ぞ れ に は 、 凹  
部 ３ １ と 対 応 す る 位 置 に 、 連 結 緊 張 材 ３ ７ を 挿 通 す る た め の 複 数 の 第 ３ 貫 通 孔 ３ ９ が 形 成  
さ れ て い る 。 各 第 ３ 貫 通 孔 ３ ９ は 、 梁 部 材 １ ３ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 水 平 に 延 び て い る 。 各  
連 結 緊 張 材 ３ ７ は 、 第 ３ 貫 通 孔 ３ ９ を 貫 通 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 壁 接 合 構 造 が こ の よ う に 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 壁 部 材 １ ４ を 複 数 の 構 造 体 に 分 割 す る  
こ と が で き る 。 分 割 に よ り 各 構 造 体 が 小 型 化 さ れ る た め 、 壁 部 材 １ ４ の 運 送 効 率 の 向 上 を  
図 る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ 及 び 第 ３ 壁 分 割 体 １  
４ Ｃ を 別 個 の 分 割 体 と す る こ と に よ り 、 各 分 割 体 を そ れ ぞ れ 直 方 体 状 の ブ ロ ッ ク と す る こ  
と が で き る 。 こ の た め 、 壁 部 材 １ ４ を 分 割 し な い 場 合 と 比 較 し て 、 壁 部 材 １ ４ の 運 送 車 両  
へ の 積 載 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 更 に 、 壁 部 材 １ ４ を 運 ぶ た め の ク レ ー ン を 小 型  
化 す る こ と が で き る た め 、 施 工 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 壁 部 材 １ ４ の 解 体  
及 び 再 利 用 が 容 易 と な る 。 更 に 、 １ 対 の 柱 部 材 １ ２ 間 の 距 離 に 応 じ て 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ  
の 数 を 調 節 す る こ と に よ り 、 壁 接 合 構 造 を 様 々 な ス パ ン に 対 応 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 本 実 施 形 態 で は 、 連 結 緊 張 材 ３ ７ の 両 端 部 か ら そ の 全 体 に 亘 っ て プ レ ス ト レ ス が 導  
入 さ れ る 。 こ の た め 、 プ レ テ ン シ ョ ン 方 式 の よ う に 連 結 緊 張 材 ３ ７ の 定 着 長 さ を 考 慮 す る  
必 要 が な く 、 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 及 び 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ の 長 さ を 幅 方 向 に お い て 短 く す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
≪ 第 ５ 実 施 形 態 ≫
　 次 に 、 図 ７ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 一 又  
は 同 様 の 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 壁 部 材  
１ ４ が 高 さ 方 向 に 分 割 さ れ て い る 点 に お い て 第 ２ 実 施 形 態 と 異 な る 。 詳 細 は 以 下 の 通 り で  
あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ７ は 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 壁 接 合 構 造 が 適 用 さ れ た 建 物 １ の 一 部 分 の 側 面 図 で あ る 。 図  
７ に 示 す よ う に 、 壁 部 材 １ ４ は 、 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 梁 部 材 １ ３ に 圧 着 接 合 さ れ 、 柱  
部 材 １ ２ に は 接 合 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 壁 部 材 １ ４ は 、 柱 部 材 １ ２ の 長 手 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ て い る 。 壁 部  
材 １ ４ は 、 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ と 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ と 、 少 な く と も １ つ の 第 ３ 壁 分 割  
体 １ ４ Ｃ と を 含 む 。 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ は 、 本 体 部 １ ５ の 高 さ 方 向 に お け る 両 縁 部 の 一 方  
に 設 け ら れ た １ 対 の 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ を 含 む 部 分 を 構 成 す る 。 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ は 、 本  
体 部 １ ５ の 高 さ 方 向 に お け る 両 縁 部 の 他 方 に 設 け ら れ た １ 対 の 第 ２ 拡 幅 部 １ ６ Ｂ を 含 む 部  
分 を 構 成 す る 。 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ は 、 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ と 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ と の 間  
の 部 分 を 構 成 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ は 複 数 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ に お け る 、 対 応 す る 梁 部 材 １ ３ に 対 す る 接 合 面 ３ ０ に は 凹 部 ３ １ が  
設 け ら れ て い る 。 凹 部 ３ １ は 、 接 合 面 ３ ０ か ら 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ 側 に 向 け て 窪 ん で い る  
。 同 様 に 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ に お け る 、 対 応 す る 梁 部 材 １ ３ に 対 す る 接 合 面 ３ ０ に は 凹  
部 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 凹 部 ３ １ は 、 接 合 面 ３ ０ か ら 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ 側 に 向 け て 窪  
ん で い る 。 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ 及 び 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ は 、 連 結 緊  
張 材 ３ ７ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 各 連 結 緊 張 材 ３ ７ は 、 緊 張 力 を 付 与 さ れ た 状 態 で 、 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 及 び 第 ２ 壁 分 割  
体 １ ４ Ｂ の 凹 部 ３ １ に 収 容 さ れ た 定 着 部 材 ４ ０ に 両 端 部 を 定 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 １  
壁 分 割 体 １ ４ Ａ 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ 及 び 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ に プ レ ス ト レ ス が 導 入 さ れ  
る と 共 に 、 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ が 対 応 す る 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 及 び 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ に  
圧 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ 及 び 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ の そ れ ぞ れ に は 、 凹  
部 ３ １ と 整 合 す る 位 置 に 、 連 結 緊 張 材 ３ ７ を 挿 通 す る た め の 複 数 の 第 ３ 貫 通 孔 ３ ９ が 形 成  
さ れ て い る 。 各 第 ３ 貫 通 孔 ３ ９ は 、 柱 部 材 １ ２ の 高 さ 方 向 に 沿 っ て 上 下 に 延 び て い る 。 各  
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連 結 緊 張 材 ３ ７ は 、 第 ３ 貫 通 孔 ３ ９ を 貫 通 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 各 分 割 体 の 間 に は そ れ ぞ れ 充 填 材 が 充 填 さ れ て も よ い 。 す な わ ち 、 充 填 材 は 、 第 １ 壁 分  
割 体 １ ４ Ａ と 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ と の 間 、 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ と 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ と の  
間 又 は 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ と 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ と の 間 に 充 填 さ れ て も よ い 。 あ る い は 、  
充 填 材 は 、 互 い に 隣 接 す る 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ ど う し の 間 に 充 填 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 充 填 材 は 、 時 間 経 過 に 伴 っ て 硬 化 す る 流 動 性 材 料 で あ り 、 例 え ば 、 無 収 縮 性 の モ ル タ ル  
や セ メ ン ト ミ ル ク で あ っ て よ い 。 硬 化 後 に 充 填 材 が 破 損 し 難 く な る よ う に 、 充 填 材 と し て  
繊 維 補 強 モ ル タ ル や 低 弾 性 高 じ ん 性 モ ル タ ル を 採 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 地 震 時 、 横 揺 れ の 慣 性 力 に よ っ て 壁 部 材 １ ４ に は 大 き な 曲 げ モ ー メ ン ト が 発 生 す る 。 壁  
接 合 構 造 が こ の よ う に 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 壁 部 材 １ ４ に 曲 げ ひ び 割 れ が 生 じ る 代 わ り  
に 第 １ 壁 分 割 体 １ ４ Ａ 、 第 ２ 壁 分 割 体 １ ４ Ｂ 及 び 第 ３ 壁 分 割 体 １ ４ Ｃ が そ れ ぞ れ 離 間 し て  
充 填 材 が 割 れ 易 く な る 。 よ っ て 、 壁 部 材 １ ４ の 損 傷 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 で 具 体 的 な 実 施 形 態 の 説 明 を 終 え る が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な  
く 、 幅 広 く 変 形 実 施 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 緊 張 材 １ ７ 及 び 連 結 緊  
張 材 ３ ７ は ア ン ボ ン ド 緊 張 材 と し て 使 用 さ れ て い た が 、 ボ ン ド 緊 張 材 と し て 使 用 さ れ て も  
よ い 。 柱 部 材 １ ２ 、 梁 部 材 １ ３ 及 び 壁 部 材 １ ４ が 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 と さ れ る こ と に よ り  
、 壁 接 合 構 造 が 軽 量 化 さ れ て も よ い 。 更 に 、 各 部 材 や 部 位 の 具 体 的 構 成 や 配 置 、 数 量 、 素  
材 、 手 順 な ど 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で あ れ ば 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。 一 方  
、 上 記 実 施 形 態 に 示 し た 各 構 成 要 素 は 必 ず し も 全 て が 必 須 で は な く 、 適 宜 選 択 す る こ と が  
で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
１         ： 建 物
２         ： 柱
３         ： 梁
１ ２       ： 柱 部 材 （ 第 １ 構 造 部 材 、 第 ２ 構 造 部 材 ）
１ ３       ： 梁 部 材 （ 第 １ 構 造 部 材 、 第 ２ 構 造 部 材 ）
１ ４       ： 壁 部 材
１ ４ Ａ     ： 第 １ 壁 分 割 体
１ ４ Ｂ     ： 第 ２ 壁 分 割 体
１ ４ Ｃ     ： 第 ３ 壁 分 割 体
１ ６       ： 拡 幅 部
１ ７       ： 緊 張 材
１ ８       ： 第 １ 貫 通 孔
２ ２       ： 第 ２ 貫 通 孔
３ ０       ： 接 合 面
３ １       ： 凹 部
３ ７       ： 連 結 緊 張 材
４ ０       ： 定 着 部 材
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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